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１．はじめに 

 ユネスコ(UNESCO)が登録する世界遺産は年々増加し、現在 1000件を超えている(UNESCO, 

2018)。遺産の登録は地域に経済的利益をもたらす一方で、維持管理コストの増大や保護状

態の確認に関する困難性などの問題も起こっている。そこで、保全費用の負担を抑えつつ

効果的な保全が可能となる新たな仕組みの構築が必要となる。現在、その一つとして情報

通信技術（Information and Communication Technology: ICT）と静止画像をもとに被写体

を３D モデルとして再現する技術を活用することで、世界遺産の観測が可能な観光客参加

型の保全システムが提案されている(例えば Shishido et al., 2018)。要素技術は完成し

つつある一方、観光客による被写体の撮影と提供に関する調査は行われていない。そこで

本研究では、観光客の協力に対する負担の要因となるものを測定することで、システム構

築の実現可能性について検証する。  

 

２．システム概要 

本システムは、撮影した写真の画像データを使用し被

写体を本物に近い形で 3D モデルとして再現することが

できる技術を世界遺産の保全活動に応用する。画像の撮

影はコストの観点から観光客への依頼を想定している。

以下はシステムの流れである（図 1）。観光客が撮影した

画像データを SNS やメールを通じてクラウドへ集約し、

人工知能がデータの照合と3D モデルを再現したものを

専門家が解析する。                   図1 システムの流れ  
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３．分析方法とデータ 

本研究はシステムの分析に、一般的に市場にまだ無いものを評価する方法に使用される

受入意思額(Willingness to Accept：WTA)を用いて推計する。WTA の推計方法の一つにコ

ンジョイント分析がある。本研究では、富岡製糸場で実施したアンケ―ト調査により得ら

れた結果にこの分析方法を応用し、本システムへの協力に関して観光客のより負担の少な

い方法について検証する。さらに回答者の属性ごとの負担要因を明らかにする。アンケー

ト調査は富岡製糸場内にて 2018年5月10日から14日にかけて行い、 487人から調査協力を得

た。本研究では SNS アカウント所有者241人を対象に、アカウント所有の有無で分類した分

析を行う。  

 

４．分析結果と結論 

条件付きロジットモデルの推定により見学料と撮影箇所数、性別情報提供すること、居

住地情報提供することについて負に有意である結果が得られた。また、メールで提供する

ことと SNS で提供することについて正に有意である結果が得られた。条件付きロジット

モデル分析の推計結果に交差項を用いたロジットモデル分析を行い個人属性と比較した結

果、SNS で提供する男性について統計的に負に有意な結果が得られた。また、提供手段と

職業ダミーの交差項から、画像データ提供に協力しない会社員と比較し SNS で提供する

学生について統計的に正に有意な結果が得られた。  

本研究では、保全システムの実現可能性は十分にあることを示した。今後の課題として、

今回得られた結果に加え追加調査を行い効果的なインセンティブ設計を考える必要がある。 

表1 条件付きロジットモデル分析結果  

 

表2 ロジットモデル分析結果 

 


